
                      

 

1※ 同時記者発表 高松経済記者クラブ 徳島県政記者クラブ  

平成２９年９月６日 

四 国 地 方 整 備 局 

南 海 ト ラ フ 地 震 に そ な え て 
～  航路啓開実動訓練を実施します  ～ 

 

 国土交通省 四国地方整備局と小松島港湾・空港整備事務所は、南海トラフ地震を想定した迅速

な航路啓開と緊急輸送機能の確保を目指して、航路啓開実動訓練を徳島小松島港で実施します。 

訓練は、航路啓開の一連の作業として下記の３つの内容を実施します。 

① 漂流物囲い込み訓練（オイルフェンスによる漂流物の囲い込みの作業性、曳航の速力を検証） 

② 沈下物探査訓練（ナローマルチビーム音響測深機を用いて、沈下物の探査速度及び検出状況

を検証） 

③ 異常点標示訓練（航行障害となる沈下物に数種類の浮標識を設置し、船上からの視認性、レ

ーダー探知性を検証） 

 

１．場所・日時 

・件名：徳島小松島港航路啓開実動訓練 

・場所：徳島市東沖洲２丁目地先（徳島小松島港沖洲地区）（別添図参照） 

・日時：平成２９年９月１１日（月）１３：００ ～ １５：００（予定） 

（予備日 ９月１９日（火）１３：００ ～ １５：００（予定）） 

※荒天及び航行船舶の状況によっては、順延、遅延する場合があります。 

その場合は、９月１１日９：００までに申込書の連絡先へ連絡します。 

 

２．取材要領 

・別紙取材申込書に記載し、９／８（金）１２：００までにＦＡＸをお願いします。 

・船上（ひのみね）からの取材となります。 

・訓練内容、乗船説明等がありますので、訓練当日の１２：３０までに沖洲マリンターミナル

前浮桟橋に集合して下さい。 

・訓練② 沈下物探査訓練開始前（訓練開始約１時間後 １３：４５頃）に下船する機会を設け

ます。下船する場合でも沈下物探査訓練（ナローマルチビーム音響測深機の画像）の撮影は

可能です。 

・船には定員があるため、申し込み人数によっては乗船できない場合があります。 

                            （定員最大９名 先着順） 

・一般の見学は不可とします。 

 

※本訓練は、１１月上旬の四国地方整備局総合防災訓練の一環として、実海域で実動訓練を 

行うものです。 

 

【問い合せ先】  ◎主な問い合わせ先 

 〇訓練全般に関すること 

四国地方整備局 港湾空港部 港湾空港防災・危機管理課長 西田 光昭 

  TEL 087－811－8333（直通）        ◎課長補佐 杉本 弘悦 

   

 〇現地案内に関すること 

四国地方整備局 小松島港湾・空港整備事務所   副所長 森  和彦 

  TEL 0885－32－3357（直通）     ◎沿岸防災対策官 大野 誠彦 

 

 



〇訓練実施場所

〇訓練イメージ
①漂流物囲い込み訓練【予定時間：１３：００～１４：２０】 ②沈下物探査訓練【予定時間：１３：４５～１４：３０】

③異常点標示訓練（視認性確認）【予定時間：１４：３０～１５：００】

浮標識

漂流物

訓練海域

オイルフェンス

視認性確認

ナローマルチビーム音響測深機使用

出典：国土地理院

出典：国土地理院

出典：国土地理院

出典：国土地理院



 

 

別紙 

四国地方整備局 

港湾空港防災・危機管理課 宛 

 

ＦＡＸ：０８７－８５１－８１４４ 

 

南海トラフ地震を想定した航路啓開実動訓練の取材申込書 

 

貴 社 名  

連 絡 先 

TEL:              FAX: 

Mail: 

取 材 者 

 

 

 

 

連絡事項等 

 

 

 

 

 

 

乗船集合場所 

９月８日（金）１２時までにＦＡＸ送信をお願いします。 


